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Ⅰ．は　じ　め　に
国士舘大学防災・救急救助総合研究所（以下、
防災総研と記す） では年間 60以上のマラソン・
ロードレース大会、山岳レース、自転車レース、
サッカー等のスポーツ大会や祭等のイベントで救
護活動を行っている。これらの救護活動の多くは
2名 1組で活動しており、重症事案においても原
則は 2名で胸骨圧迫や AEDを用いた救命活動、
バイタルサイン測定やその他の応急処置、安全確
保および傷病者のプライバシーの確保等の現場の
コントロール、救急要請や救護本部への連絡を行
い、さらに救護記録票を用いた記録の記載を行わ
なければならない。しかし、このように様々な活
動を同時並行で行いながら、傷病者の情報、症状、
活動の経過時間などを詳細に記録することは非常
に困難である。
近年、IT技術の向上により、ウェアラブルカメ
ラはよりコンパクト・軽量になり、手軽に手に入
れられるようになった。ウェアラブルカメラとは
身体、またはヘルメットなどの装備品、自転車や
サーフボードなどの乗り物に装着し、ハンズフリ
ーで映像や写真が撮影可能な小型カメラである。
これに伴い、ドクターカー、ドクターヘリなど
の救命救急に関わる活動現場や手術現場など、病
院内外の医療の現場においてもウェアラブルカメ
ラが用いられており、教育や活動の検証に有用で
あるとの報告がある1）。
平成 27年度の国士舘大学体育研究所プロジェ
クト研究で我々が行った調査では、 マラソン大
会・ロードレースの救護活動において、救急車の
要請が必要な事案は全救護事案のうちの 3.5％だ
った 2）。マラソン大会・ロードレースの救護活動
において、心肺停止等の重症事案に遭遇する確率
は低い一方で、重症事案に対応する際は救急隊に
引き継ぐまで的確な観察・判断・処置・情報収集
の能力が求められる。そのため、経験の少ない救
護スタッフにとっては、映像を通してその現場を
見ることで、救護スタッフに対する教育の一環に
なり、また個別の救護活動に対して、映像を用い
た事後検証を行うことは、これまで以上に高い効
果を得られる可能性があり、救護スタッフの活動、
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および質の維持・向上に有効であるという仮説を
立て、本検討を実施した。
Ⅱ．目　　的
救護活動において、救護者にあらかじめウェア
ラブルカメラを装着し、傷病者対応時に活動の様
子を撮影することにより、救護活動における処置
や観察の経過時間、処置の実施者、バイスタンダ
ーの情報など多くの情報を得ることができること
から、１）詳細な記録を記載することができる可
能性があること、２）救護活動を後に振り返るこ
とにより、その活動の検証を行うことができる可
能性があり、その有効性の検討を行うことを本研
究の目的とした。
Ⅲ．方　　法
１．対　　象
2017年4月1日から2018年1月31日までに防災
総研にて救護活動を実施したマラソン・ロードレ
ース 14大会、アドベンチャーレース・トレイル
ラン4大会、その他のスポーツ大会3大会、計21
大会、救護スタッフ総数338人（重複あり）を対
象として、救護活動を実施した（表1）。
２．ウェアラブルカメラの選定
本研究で使用するウェアラブルカメラの条件と
して、１）軽量で救護活動に支障が出ないもの、
２）防水・防塵・耐衝撃の機能を有しているもの、
３）検証が実施可能な画質であるもの、４）操作
が簡便なものとした。これらの条件を鑑み、今回、
ウェアラブルカメラはパナソニック株式会社製
HX-A1H（写真1）を選定した。本カメラの主な
仕様を表2に示す。
表１　ウェアラブルカメラを装着して救護活動を行った大会一覧
写真１　 パナソニック株式会社製HX-A1Hとヘッドマウ
ントVW-HMA1-K
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３．ウェアラブルカメラの装着方法と使用対象
救護者は救急救命士と救急救命士養成課程学生
で構成された2名を1組として、傷病者が発生し
た際に迅速に一次救命処置や応急手当て等の救護
活動を行う。その際に頭部にPanasonic ウェアラ
ブルカメラ用ヘッドマウントVW-HMA1-Kを用
いてウェアラブルカメラを装着（写真2）し、傷
病者の重症度に関わらず、原則全例を撮影するこ
ととした。
撮影した映像はインターネットが接続されてい
ないパソコンを用いて、操作者を特定して保管し
た。
４．アンケート調査
実際に救護活動でウェアラブルカメラを装着し
た者を対象としたアンケート調査、防災総研に登
録されている救護活動を行う意志のある救急救命
士、および救急救命士養成課程学生を対象とした
ウェアラブルカメラに関するアンケート調査、防
災総研が主催した救護に関する勉強会に参加した
救急救命士養成課程学生を対象としたアンケート
調査の３つのアンケートを行い、単純集計を行っ
た。
①ウェアラブルカメラを装着した者を対象とした
アンケート調査
ウェアラブルカメラを装着した者を対象として
下記のアンケート調査を実施した。
１）ウェアラブルカメラの装着方法について
２）ウェアラブルカメラを装着した際の着け心
地について
３）ウェアラブルカメラの録画の操作方法につ
いて
４）ウェアラブルカメラは救護活動に支障があ
ったか？
５）ウェアラブルカメラで映像の録画を行った
か？
６）ウェアラブルカメラを装着することで運営
スタッフや対応した傷病者とトラブルが
あったか？
７）今後もウェアラブルカメラを装着して救護
活動を行いたいか？
②ウェアラブルカメラに関するアンケート調査
防災総研に登録されている救護活動を行う意志
のある救急救命士、および救急救命士養成課程学
生を対象に、ウェアラブルカメラに関する下記の
アンケート調査を実施した。
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表２　パナソニック株式会社製HX-A1Hの主な仕様
写真２　ウェアラブルカメラを装着した救護者の様子
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１）ウェアラブルカメラでの映像は救護活動を
する際の教育教材として有用と思うか？
２）ウェアラブルカメラで活動を録画すること
は活動後に活動記録票を記入するのに有
用と思うか？
３）ウェアラブルカメラでの映像は救護活動の
事後検証を行う上で有用と思うか？
４）救護活動にウェアラブルカメラを用いた方
が良いと思うか？
５）リアルタイムで活動の様子を救護本部の医
師に映像を送れた場合、オンラインで医師
へ指示・助言要請を行うのに有効だと思う
か？
③勉強会に参加した者を対象としたアンケート調
査
防災総研が主催した救護に関する勉強会に参加
した救急救命士養成課程学生を対象として、勉強
会にて実際に市民マラソン大会での救護活動を録
画した映像を傷病者個人が特定できないように画
像処理をしたうえで見て、活動のポイントを説明
した後に、以下のアンケート調査を実施した。
１）映像を用いた勉強会をすることで、どのよ
うな効果があるか？
２）映像のある勉強会と映像のない勉強会のど
ちらが効果があると思うか？
３）今後もウェアラブルカメラの映像を用いた
勉強会を希望するか？
４）ウェアラブルカメラを用いた勉強会のデメ
リットはあるか？
Ⅳ．結　　果
2017年4月1日から2018年1月31日までに防災
総研にて救護活動を実施した対象のスポーツ大会
において、救護スタッフがウェアラブルカメラを
装着し、39症例が録画された。 以下にアンケー
ト結果を示す。
①ウェアラブルカメラを装着した者を対象とした
アンケート調査
32名（救急救命士 19名、救急救命士養成課程
学生 13名）がウェアラブルカメラを装着し、救
護活動を行った後にアンケートに回答した。
１）ウェアラブルカメラの装着方法について
　　　 　31名（96.9％）が装着は簡単だったと回
答した。
２）ウェアラブルカメラを装着した際、着け心
地について
　　　 　選択項目を複数回答とし、図1の回答を
得た。
３）ウェアラブルカメラの録画の操作方法につ
図１　（問）ウェアラブルカメラを装着した際、着け心地はいかがでしたか？（複数回答）
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いて
　　　 　31名（96.9％）が装着は簡単だったと回
答した。
４）ウェアラブルカメラは救護活動に支障があ
ったか？
　　　 　28名（87.5％）が活動に支障はなかった
と回答した。
５）ウェアラブルカメラで映像の録画を行った
か？
　　　 　12名（37.5％）が録画を行い、7名（21.9
％）が録画する機会はあったが録画はでき
なかった、13名（40.6％）は録画する機会
がなかったと回答した。
６）ウェアラブルカメラを装着することで運営
スタッフや対応した傷病者とトラブルが
あったか？
　　　 　32名（100％）がトラブルはなかったと
回答した。
７）今後もウェアラブルカメラを装着して救護
活動を行いたいか？
　　　 　22名（68.8％）がウェアラブルカメラを
装着して救護活動を行いたいと答えた。
②ウェアラブルカメラに関するアンケート調査
157名（救急救命士68名、救急救命士養成課程
学生89名）がアンケートに回答した。
１）ウェアラブルカメラでの映像は救護活動を
する際の教育教材として有用と思うか？
　　　 　151名（96.2％） が有用と思うと回答し
た。
２）ウェアラブルカメラで活動を録画すること
は活動後に活動記録票を記入するのに有
用と思うか？
　　　 　150名（95.5％） が有用と思うと回答し
た。
３）ウェアラブルカメラでの映像は救護活動の
事後検証を行う上で有用と思うか？
　　　 　156名（99.4％） が有用と思うと回答し
た。
４）救護活動にウェアラブルカメラを用いた方
が良いと思うか？
　　　 　147名（93.6％） が救護活動にウェアラ
ブルカメラを用いた方が良いと思うと回答
した。
５）リアルタイムで活動の様子を救護本部の医
師に映像を送れた場合、オンラインで医師
へ指示・助言要請を行うのに有効だと思う
か？
　　　 　154名（98.1％） が有効だと思うと回答
した。
６）その他の意見
　　　 　救護活動を行う上で、ウェアラブルカメ
ラの映像は有用であるという回答が多かっ
た一方で、個人情報やプライバシーについ
て懸念する意見があった。
③勉強会に参加した者を対象としたアンケート調
査
66名の救急救命士養成課程学生が勉強会に参
加した後にアンケートに回答した。
１）映像を用いた勉強会をすることで、どのよ
うな効果があるか？
　　　 　選択項目を複数回答とし、図2の回答を
得た。またその他には、処置・対応の検証
が実施できる、自分がその場でどう判断し
活動するかを考えることができるといった
意見があった。
２）映像のある勉強会と映像のない勉強会のど
ちらが効果があると思うか？
　　　 　66名（100％）が映像のある勉強会の方
が効果があると回答した。
３）今後もウェアラブルカメラの映像を用いた
勉強会を希望するか？
　　　 　46名（69.7％）がとても希望する、19名
（28.8％）がまあまあ希望する、1名（1.5％）
がどちらでもないと回答した。
４）ウェアラブルカメラを用いた勉強会のデメ
リットはあるか？（自由記載）
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　　　 　プライバシーについて危惧する意見が8
名、相手に不快感を与えないか心配すると
いう意見が1名からあった。
５）その他の意見
　　　 　臨場感を感じることができる、分かりや
すかった、現場のイメージをすることがで
きた、といった意見があった。
Ⅴ．考　　察
今回、防災総研が行う救護活動において、救護
者にあらかじめウェアラブルカメラを装着し、傷
病者対応時に救護活動の様子を撮影し、ウェアラ
ブルカメラの操作性、装着感、救護活動への影響、
および撮影した映像の効果についてアンケート調
査を実施した結果を以下に考察する。
①ウェラブルカメラの装着した状態での救護活動
について
今回、実際にウェアラブルカメラを装着して救
護活動を行った者の意見として、 重みを感じた 
という意見は少なかったものの、「ずれやすかっ
た」、「違和感があった」という意見があり、救護
活動では多くは自転車に乗り移動するが、走った
り、胸骨圧迫等の処置を実施したりする中で、少
なからず激しい動きも含まれることがあるため、
本ウェアラブルカメラで推奨されているヘッドマ
ウントにゴムバンドを装着すべきである。
また、装着方法や録画方法は簡便であるという
意見が多かったが、実活動では21.9％が「録画す
る機会があったが録画できなかった」という意見
があったことから、ウェアラブルカメラを使用し
た救護活動の訓練をすべきであると考えられる。
今回、ウェアラブルカメラを用いることで懸念
された運営スタッフや傷病者とのトラブルはなか
ったものの、対応する際に相手に対して使用目的
や録画を拒否する権利の確認も考慮する必要があ
り、また救護者自身に対しても映像の使用目的を
十分に説明した上で扱うことで、より積極的に使
用が可能になるのではないだろうか。
②ウェアラブルカメラの映像の効果について
防災総研に登録されている救護活動を行う意志
のある救急救命士、および救急救命士養成課程学
生157名、および防災総研が主催した救護に関す
る勉強会に参加した救急救命士養成課程学生 66
名を対象にウェアラブルカメラの映像の効果につ
いてアンケート調査を実施した。その結果、ウェ
アラブルカメラの映像は教育教材、活動記録票の
記入、事後検証について有用との意見が多くあり、
実際に勉強会に参加した者からも映像を用いた勉
強会の開催を望む声が多く得られた。ウェアラブ
ルカメラの映像を用いた教材開発は様々な取り組
図２　映像を用いた救護の勉強をすることで、どのような効果があると思いましたか？（複数回答）
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み、検討が行われており 3）、特にこれまで救護活
動に参加したことのない者にとっては、初めて救
護活動に参加する前に、救護活動のイメージを明
確に持つことができることから、一定の教育効果
があることが示唆された。
また、今回の対象期間では重症事案が１件のみ
で活動記録票の記入、事後検証については明確な
結果を残すことはできなかったが、その1件の重
症事案に対応した救護者、およびメディカルディ
レクターに聞き取り調査をしたところ、救護者か
らは重症事案では観察、処置、周囲の者への情報
収集、救急隊への引き継ぎなどを行うために救護
活動の記録票の記入まで実施することが難しい
中、後に映像を振り返ることにより、呼吸数の再
確認や、観察や処置、引き継ぎなどの時間経過を
確認できるため、非常に有用であるとの意見があ
った。またメディカルディレクターからは、救護
活動後、すぐにその内容を映像で確認できるため、
事後検証には非常に有用であるとの意見があっ
た。医療の現場では病理検体確認作業においても
ウェアラブルカメラを使用する試みが実施されて
おり、その結果、インシデントの要因を確認でき
たという報告4）もあり、今後、症例数を増やし検
討する必要はあるが、今回の1症例のみを見ても、
救護活動の記録票の記入、事後検証についても有
用である可能性は非常に高いことが示唆された。
一方で、プライバシー、個人情報の保護、取り
扱いについて懸念する意見があり、これらについ
ては一定のルールを設けて映像を厳重に管理する
こと、救護活動の際は十分に説明すること、検証
等に用いる際は画像処理をして個人が特定できな
いように配慮することなどを考慮する必要があ
る。
Ⅵ．ま　と　め
本研究では救護活動において、救護者にあらか
じめウェアラブルカメラを装着し、傷病者対応時
に活動の様子を撮影することにより、その有用性
について検討を行った。その結果、教育教材、救
護活動記録票の記載、事後検証について高い効果
があることが示唆されたが、映像の取り扱い、録
画する際の配慮については十分に留意する必要が
ある。
本研究は国士舘大学体育学部附属体育研究所・
平成29年度研究助成により行われた。
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